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原子力災害時の輸送能力の確保に係る基本的考え方 
 

 

１．必要車両実台数の算出 

（1） ＰＡＺ 

 
バス・一般住民 

(25人/台) 

バス・要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様車両 

在宅(1人/台) 

施設(2人/台) 

ストレッチャー

仕様車両 

(1人/台) 

必要延台数 47 26 150 39 

必要時期 ＥＡＬ３ ＥＡＬ２ ＥＡＬ２ ＥＡＬ２ 

↓ 即時に避難する必要があるため、各緊急事態区分ごと同時避難を想定 

必要実台数 47 26 150 39 

 

（2） ＵＰＺ 

 
バス・一般住民 

(25人/台) 

バス・要支援者 

(25人/台)  

車椅子仕様車両 

(2人/台) 

ストレッチャー

仕様車両 

(1人/台) 

必要延台数 1,044 278 4,600 3,849 

必要時期 ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ 

↓ １日 1回の運行を６日間行うことを想定（１週間程度内に一時移転） 

必要実台数 175 50 770 650 

 

 （参考）松江市方面の８分の１方位のみに一時移転指示が出た場合の必要台数 

 バス・一般住民 

(25人/台) 

バス・要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様車両 

(2人/台) 

ストレッチャー

仕様車両(1人/台) 

必要延台数 515 131 2,232 1,737 

必要時期 ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ ＯＩＬ２ 

↓ １日 1回の運行を６日間行うことを想定（１週間程度内に一時移転） 

必要実台数 90 25 375 290 

 

  必要実台数は、１／２程度になるものの、絶対数は依然として多い 

 

 注）放射線防護対策が講じられている屋内退避施設（社会福祉施設、病院）は今回

の必要台数の積み上げに計上していない。今後、屋内退避後の避難のタイミン

グとセットで別途検討。 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 
島根県防災部原子力安全対策課 
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２．バスの確保 

（1） 必要台数 

ＥＡＬ２  ２６台 

ＥＡＬ３  ４７台 

ＯＩＬ２ ２２５台（１日当たり） 

（2） 確保可能台数 

「原子力災害時におけるバス事業者等協力可能状況調査」（平成 27 年度実施） 

 

（3） 調達に当たっての基本的考え方 

  ① 概ね県内で確保できる見込み 

  ② ４市所有のバス及び中国電力㈱所有のバスを調達 

  ③ 不足する場合は、県内バス事業者へ要請 

要請順位は、１位）松江市内、２位）周辺関係３市内、３位）ＵＰＺ外 

  ④ 早期の一時移転が必要な場合や、県内で確保できない場合は、鳥取県に確認

した上で、岡山県、広島県及び山口県を通じて、各県のバス事業者へ要請 

    その場合、当該避難地区・施設の避難先の県を中心に要請 

  ⑤ 各県で対応できない場合、国の原子力災害対策本部へ要請 

  ⑥ なお、避難に使用するバスは、安全性を考慮しシートベルトが備えてある貸 

切バスを基本とし、路線バスにより補う 

  ⑦ ＯＩＬ１等民間企業の運転手等の被ばく線量限度を超える場合は、国が対応 
   
（4） 今後の対応 

  ① 各県のバス保有台数の調査、関係機関との要請スキームや方法等についての

調整の後、各県バス協会と協定を締結 

  ② 島根県旅客自動車協会とは細目について取り決めた覚書を締結 

   
その他 

バス 

貸切バス 乗合バス 

保有 

台数 

配車 

可能 

台数 

（参考） 
運輸局登録台数 

保有 

台数 

配車 

可能 

台数 

（参考） 
運輸局登録台数 

※貸切事業併用有 

４市 確認中 － － － － － － 

中国電力㈱      2 － － － － － － 

松江市内 － 71 35 106 147 74 165 

出雲市内 － 69 34 116 49 24 97 

安来市内 － 7 3 15 0 0 0 

雲南市内 － 10 5 6 0 0 19 

４市内計 － 157 77 243 196 98 281 

ＵＰＺ外 
（隠岐を除く） 

－ 68 34 114 159 79 212 

県合計 － 225 111 357 355 177 493 
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３．福祉車両（車椅子仕様車両、ストレッチャー仕様車両） 

（1） 必要台数 

① 車椅子仕様     ＥＡＬ２ １５０台 

            ＯＩＬ２ ７７０台（１日当たり） 

  ② ストレッチャー仕様 ＥＡＬ２  ３９台 

              ＯＩＬ２ ６５０台（１日当たり） 

 

（2） 確保可能台数 

  

車椅子仕様 ストレッチャー仕様 

バス・ 

タクシー 

事業者 

社会福祉

施設 

（入所） 

その他 

バス・ 

タクシー 

事業者 

社会福祉

施設 

（入所） 

その他 

中国電力㈱ － －      0 － －       0 

松江市内 4 109 － 4 9 － 

出雲市内 13 50 － 4 4 － 

安来市内 2 22 － 0 0 － 

雲南市内 0 15 － 0 0 － 

４市内計 19 196 － 7 13 － 

ＵＰＺ外 3 未調査 － 1 未調査 － 

県合計 22 196 
 

9 13   

「原子力災害時におけるバス事業者等協力可能状況調査」（平成 27 年度実施） 

「原子力災害時における避難方法等の実態把握調査」 

 

（3） 調達に当たっての基本的考え方 

1) 車椅子仕様車両 

  ① 極力、県内での確保を目指す 

  ② 県内バス事業者及びタクシー事業者へ要請、県内社会福祉施設より調達 

  ③ 県内で確保できない場合は、鳥取県に確認した上で、岡山県、広島県及び山 

口県を通じて、各県のバス事業者及びタクシー事業者へ要請 

    その場合、当該避難地区・施設の避難先の県を中心に要請 

  ④ ＯＩＬ１等民間企業の運転手等の被ばく線量限度を超える場合は、国が対応 

 

2) ストレッチャー仕様車両 

① 県内、中国地方で調達することは困難と考えられるため、国により他地域か

ら調達することを想定 
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（4） 今後の対応 

① 県内で確保できる台数の把握をするため、ＵＰＺ内の通所社会福祉施設、Ｕ

ＰＺ外の社会福祉施設、社会福祉施設協議会、ＮＰＯ等を対象に台数調査を

実施 

② ストレッチャー仕様車両の台数の中国地方各県での調査（タクシー事業者、

社会福祉施設）の依頼 

③ 国によるストレッチャー仕様車両の台数の全国規模での調査 

④ 国によるストレッチャー仕様車両の他地域からの調達スキームの構築 

→ 緊急時対応の中に「ストレッチャー仕様車両またはそれに相応する車両

等の調達については、国が責任をもって行うこととし、具体的には自衛

隊や全国の警察、消防のヘリ、救急車等を動員する」と記載するなど 

⑤ 関係機関と要請スキームや方法等について調整した上、各県バス協会及びタ

クシー協会と協定を締結 

⑥ 島根県旅客自動車協会とは細目について取り決めた覚書を締結 

⑦ しまね災害福祉広域支援ネットワーク（島根県社会福祉協議会）を参考に、

社会福祉施設から車両と運転手を調達するスキームを構築 
 
参考 緊急消防援助隊（平成 27 年４月１日現在、消防庁） 

  救急車 ヘリ 

島根県 14 1 

鳥取県 7 1 

岡山県 22 2 

広島県 32 2 

山口県 16 1 

中国地方計 91 7 

四国地方計 53 5 

九州地方計 129 8 

近畿圏計 192 12 

合  計 465 32 

 



未定稿・取扱注意 

原子力災害時に必要な車両台数・支援者数〔ＰＡＺ（５km圏内）、島根県〕 

 

１．必要な車両台数等 

 
バス 

一般住民 

(25人/台) 

バス 

要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様

車両 

在宅(1人/台) 

施設(2人/台) 

ストレッチ

ャー仕様 

車両 

(1人/台) 

自家用車 

一般住民 

自家用車 

要支援者 
その他 計 

必要延台数等 47 26 150 39 2,601 222  

 

必

要

時

期 

ＥＡＬ２  ○ ○ ○  ○  

ＥＡＬ３ ○    ○   

その他（放出前）       ○ 

ＯＩＬ２        

その他（放出後）        

乗車延人員 1,128 269 161 39 7,536 225 429 9,787 

内

訳 

一般住民 1,128    7,536    

要

支

援

者 

在宅  189 138 38  225   

社福施設  80 23 1     

医療施設  0 0 0     

在宅（放射線防護）       36  

社福施設（放射線防護）       243  

医療施設（放射線防護）       150  

（注）乗車延人員には、事業所勤務者、観光客、松江高専の学生、社会福祉施設の車両で移動する入所者を含まない 

 

２．必要な支援者数等 

 
バス 

一般住民 

バス 

要支援者 

車椅子仕様

車両 

ストレッチ

ャー仕様 

車両 

自家用車 

一般住民 

自家用車 

要支援者 
その他 計 

必要延 

支援者数 

行政職員・消防団員  135 47 18  93  300 

介護従事者  40 42 13  33  131 

医療従事者  6 18 5  12  41 

必

要

時

期 

ＥＡＬ２  ○ ○ ○  ○  

 

ＥＡＬ３        

その他（放出前）       ○ 

ＯＩＬ２        

その他（放出後）        

内

訳 

在宅 

行・消  135 47 18  100  300 

介護  40 42 13  36  131 

医療  6 18 5  12  41 

社福施設 

行・消  0 0 0  0  0 

介護         

医療         

医療施設 

行・消  0 0 0  0  0 

介護         

医療         

在宅（放射線防護） 

行・消       21  

介護       15  

医療       0  

社福施設（放射線防護） 

行・消       0 0 

介護         

医療         

医療施設（放射線防護） 

行・消       0 0 

介護         

医療         
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未定稿・取扱注意 

原子力災害時に必要な車両台数・支援者数〔ＵＰＺ（５～30km圏内）、島根県〕 

 

１．必要な車両台数等 

 
バス 

一般住民 

(25人/台) 

バス 

要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様

車両 

(2人/台) 

ストレッチ

ャー 

仕様車両 

(1人/台) 

自家用車 

一般住民 

自家用車 

要支援者 
その他 計 

必要延台数等 1,044 278 4,600 3,849 228,795 （228,795）  

 

必

要

時

期 

ＥＡＬ２        

ＥＡＬ３        

その他（放出前）        

ＯＩＬ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

その他（放出後）       ○ 

乗車延人員 17,711 12,188 9,281 3,849 323,056 15,360 2,543 383,988 

内

訳 

一般住民 17,711    323,056    

要

支

援

者 

在宅  8,448 5,036 1,576  15,360   

社福施設  2,714 2,762 636     

医療施設  1,026 1,483 1,637     

在宅（放射線防護）       1,576  

社福施設（放射線防護）       678  

医療施設（放射線防護）       89  

（注）乗車延人員には、事業所勤務者、観光客を含まない 

 

２．必要な支援者数等 

 
バス 

一般住民 

バス 

要支援者 

車椅子仕様

車両 

ストレッチ

ャー仕様 

車両 

自家用車 

一般住民 

自家用車 

要支援者 
その他 計 

必要延 

支援者数 

行政職員・消防団員  6,873 1,574 691  10,713  19,819 

介護従事者  576 2,266 338  1,690  4,878 

医療従事者  998 576 338  883  2,803 

必

要

時

期 

ＥＡＬ２        

 

ＥＡＬ３        

その他（放出前）        

ＯＩＬ２  ○ ○ ○  ○  

その他（放出後）       ○ 

内

訳 

在宅 

行・消  6,873 1,574 691  10,713  19,819 

介護  576 2,266 338  1,690  4,878 

医療  998 576 338  883  2,803 

社福施設 

行・消  0 0 0  0  0 

介護         

医療         

医療施設 

行・消  0 0 0  0  0 

介護         

医療         

在宅（放射線防護） 

行・消       1,576  

介護         

医療         

社福施設（放射線防護） 

行・消         

介護       678  

医療         

医療施設（放射線防護） 

行・消         

介護       89  

医療         

 



未定稿 

 

必要な車両台数等に計上していない項目 

 

１．ＰＡＺ 

 バス 

生徒等 

(25人/台) 

バス 

要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様

車両 

(2人/台) 

ストレッチャー 

仕様車両 

(1人/台) 

計 

必要延台数等 77 5 48 39 

 
必

要

時

期 

ＥＡＬ２ ○    

ＥＡＬ３ （○）    

その他（放出前）  ○ ○ ○ 

ＯＩＬ２     

その他（放出後）     

乗車延人員 1,874 63 92 138 2,167 

内

訳 

保育施設・教育施設 1,874 － － － 1,874 

社福施設（放射線防護） － 63 59 21 143 

医療施設（放射線防護） － 0 33 117 150 

（注）児童、生徒等はＥＡＬ１の段階で保護者へ引き渡すが、引き渡し完了前にＥＡＬ２となっ

た場合はバスで緊急退避所（松江市総合体育館）へ移動。また、移動完了前にＥＡＬ３とな

った場合はバスで避難。 

 

２．ＵＰＺ 

 バス 

生徒等 

(25人/台) 

バス 

要支援者 

(25人/台) 

車椅子仕様

車両 

(2人/台) 

ストレッチャー 

仕様車両 

(1人/台) 

計 

必要延台数等 － 11 129 213 

 
必

要

時

期 

ＥＡＬ２     

ＥＡＬ３     

その他（放出前）     

ＯＩＬ２ ○ ○ ○ ○ 

その他（放出後）     

乗車延人員 － 155 254 213 622 

内

訳 

保育施設・教育施設 － － － － － 

社福施設（放射線防護） － 155 252 136 543 

医療施設（放射線防護） － 0 2 77 79 
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